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高齢者では見えづらくなると、身体活動量が低下するかもしれない 

~日本眼科学会提唱の「アイフレイル」の概念を支持～ 

 

【概要】 

⚫ 地域在住高齢者において自覚的な“見えづらさ”と身体活動の関連を検討しました。 

⚫ “見えづらさ”を感じる女性は、そうでない女性と比較して、健康増進に有益な中高強

度身体活動が 26.1% （11 分/日）、歩数が 16.4%（893 歩/日）少ないことが分かりま

した。 

⚫ “見えづらさ”を感じる男性は、そうでない男性と比較して、生活習慣病のリスクであ

る“座りっぱなし時間”（30 分以上持続した座位時間）の合計時間が 12.7%（39 分/

日）長いことが分かりました。 

⚫ 本研究の結果は日本眼科学会が提唱する「アイフレイル」の概念を支持するもので

す。“見えづらさ”は、身体活動量の低下を通して、自立機能低下の一因になるかもし

れません。 

 

 この研究は、新潟大学、東京大学高齢者研究機構、東京医科歯科大学、東京医科大学の

共同疫学研究プロジェクトである NEIGE 研究＊の成果の一つとして、論文は 2023 年 1 

月 28 日に国際医学雑誌 Japanese Journal of Ophthalmology オンライン版で発表されまし

た。 

 

研究の説明 

【背景】 

 視力障害者数は、現在世界で推定 22 億人、日本では約 164 万人といわれています 2, 

3。日本眼科啓発会議はアイフレイルの概念を提唱し、“加齢に伴って眼が衰えてきたう

えに、様々な外的ストレスが加わることによって目の機能が低下した状態、また、その

リスクが高い状態”と定義しています。アイフレイルによって自立機能の低下や日常生

活の制限が生じ、健康寿命の低下につながる可能性が指摘されています 1(図 1)。 

本研究は、新潟県十日町市在住高齢者を対象とした横断研究で、「The Neuron to 

Environmental Impact across Generations (NEIGE) study」大規模コホートデータ＊4 の

一部を用いて自覚的な“見えづらさ”と身体活動の関連を検討しました。 

 



 

図 1: アイフレイル 1 と本研究の関わり 

 

【方法】 

NEIGE study は、年齢（65-74 歳、75-84 歳）と居住地域で層別に無作為抽出した新

潟県十日町市在住高齢者（N = 1,346）を対象とした研究です。このうち、合計 527 名

（参加率：39.2％）が参加し、対象者の平均年齢は 73.5 歳（標準偏差 5.6）、47.3％が

男性でした。 “見えづらさ”は、「現在、あなたの両眼での「ものの見え方」はどうです

か。」の質問に対し 4 件法にて得た回答で、やや見えにくい（新聞の小さな文字は読め

ないが、 中程度以上は読める）、かなり見えない（新聞を読むことができない）、ほと

んど見えない （明暗しかわからない）と回答した者を“見えづらさ”を感じる者と定義

しました。身体活動は、加速度計(the Active style Pro HJA-750C (Omron Healthcare, 

Kyoto,  Japan) )を用いて評価し、強度別に 1 日の座位行動時間、低強度身体活動時間、

中高強度身体活動時間、歩数を測定しました。特に座位行動時間では、総座位時間に加

えて、 “座りっぱなし時間”（30 分以上持続した座位時間）も評価しました。 

【結果】 

男女別に多変量重回帰分析を用いて“見えづらさ”と強度別の身体活動の関連を検討

した結果、高齢女性では、“見えづらさ”を感じる高齢女性はそうでない女性よりも一日

当たりの中高強度身体活動時間が 26%、一日当たりの歩数が 16%少ないことが分かり

ました。高齢男性では中高強度身体活動時間や歩数に明らかな関連は認めませんでし

たが、“見えづらさ”を感じる男性はそうでない男性と比べて、座りっぱなし時間(30 分

以上持続した座位時間)の 1 日の合計時間が 39 分/日長い傾向が明らかとなりました

(図 2)。 



 

図 2: 見えづらさ別にみた中高強度身体活動、”座りっぱなし時間”(30 分以上続く座位

行動)の比較 

 

【結論】 

本研究結果はアイフレイルの概念を支持するもので、高齢者では目の見えづらさが

身体活動の低下を通して身体的フレイルの原因になっている可能性が示唆されました。 
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